
旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

協定書を手に記念撮影。左から小林会長、門脇市長、二村署長。

　

３
月
22
日
、
秋
田
森
林
管
理
署
・
仙
北
市
・
角
館
ま
ち

づ
く
り
地
域
運
営
体
の
３
者
に
よ
る
「
外
ノ
山
遊
々
の
森
」

協
定
締
結
式
が
角
館
公
民
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
林
野
庁
の
「
遊
々
の
森
制
度
」
に
よ
り
、
協

定
を
結
ぶ
こ
と
で
外
ノ
山
国
有
林
４
・
58
ヘ
ク
タ
ー
ル
を

森
林
環
境
教
育
な
ど
活
動
の
場
と
し
て
市
民
が
活
用
で
き

る
も
の
で
す
。
今
後
は
、
ア
ク
セ
ス
道
路
や
コ
ー
ス
案
内

看
板
な
ど
の
設
置
を
行
い
、
安
全
に
森
林
に
入
れ
る
よ
う

に
整
備
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

同
運
営
体
の
小
林
会
長
は
「
市
民
が
安
全
に
遊
ぶ
こ
と

が
で
き
る
里
山
づ
く
り
を
め
ざ
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

ま
た
、
秋
田
森
林
管
理
署
の
二
村
署
長
は
「
活
動
の
場
の

提
供
だ
け
で
な
く
、
環
境
教
育
を
し
て
い
き
た
い
」
と
話

し
ま
し
た
。

外ノ山国有林を活用し環境教育を

オープニングセレモニーで関係者によるテープカット。

さらなる情報発信と組織の効率化図る

（一社）田沢湖・角館観光協会が発足

事務所前には新しい看板が設置されました。

　

４
月
１
日
、
田
沢
湖
・
角
館
観
光
連
盟
と
田
沢
湖
、

角
館
町
、
西
木
町
の
３
観
光
協
会
が
合
併
し
、
新
た
に

「（
一
社
）田
沢
湖・角
館
観
光
協
会
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
小
雨
ま
じ
り
の
天
候
と
な
り
ま
し
た
が
、

事
務
所
を
構
え
る「
仙
北
市
憩
の
場
角
館
ス
タ
シ
オ
ン
」

前
で
は
、
盛
大
に
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
開
催

さ
れ
、
観
光
協
会
の
会
員
や
関
係
者
な
ど
約
90
人
が
出

席
し
ま
し
た
。

　

新
会
長
に
就
任
し
た
佐
藤
和
志
会
長
は
「
仙
北
市
が

秋
田
県
の
観
光
の
玄
関
口
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
、
連

携
を
強
化
し
活
動
に
取
り
組
み
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

　

引
き
続
き
、
観
光
客
な
ど
が
見
守
る
中
、
同
観
光
協

会
の
新
し
い
看
板
が
お
披
露
目
さ
れ
、
テ
ー
プ
カ
ッ
ト

で
新
た
な
門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

2018-4-16

角館の桜まつり　
4 月 20 日（金）～ 5 月 5 日（祝・土）

刺巻水ばしょう祭り
4 月 13 日（金）～ 5 月 5 日（祝・土）

かたくり群生の郷
4 月 18 日（水）～ 5 月 5 日（祝・土）

例年にない大雪だった長い冬も終わり、間もなく雪の下で静かに
じっと耐えた花たちが私たちに春の訪れを知らせてくれます。
可憐に咲き誇る仙北市の花まつりをぜひお楽しみください。

おすすめ　　　　      数万本に 1 本しか咲かないといわれて
いる希少な白花のかたくりを探してみてください！

　　　　   初恋花言葉

問　     西木観光案内所　☎ 0187-42-8480

見ごろ　　　　   4 月中旬～ 5 月上旬

おすすめ　　　　　   夜にはライトアップが行われ、昼とは
違う美しさの夜桜をお楽しみください！

　　　　    優れた美人花言葉

問　     仙北市観光情報センター  「角館駅前蔵」
　　☎ 0187-54-2700

見ごろ　　　　   4 月中旬～ 5 月上旬

仙北市の

花まつり

おすすめ　　　　      郷土芸能の発表や地元の業者による出
店でお食事も楽しめます！

　　　　   美しい思い出花言葉

問　    仙北市田沢湖観光情報センター  「フォレイク」
　　☎ 0187-43-2111

見ごろ　　　　   4 月中旬～ 5 月上旬

国 道 46 号 沿 い の ハ ン ノ キ 林 に 囲 ま れ た 約 3
ヘ ク タ ー ル の 刺 巻 湿 原 に ミ ズ バ シ ョ ウ が 一
面 に 咲 き 誇 り ま す。 時 折 ザ ゼ ン ソ ウ や カ タ ク
リ も 顔 を の ぞ か せ 彩 り を 添 え ま す。 木 道 が
整 備 さ れ て い る の で 気 軽 に 散 策 す る こ と が
で き、 花 た ち を 間 近 で 見 る こ と が で き ま す。

西明寺栗を栽培する栗林の 20 ヘクタールにもおよ
ぶ広大な敷地に、可憐なかたくりの花が群生して
います。その規模・密度ともに日本最大級といわれ、
うつむきかげんに一斉に花開く様子は、まるで薄
紫色の絨毯を敷き詰めたかのような美しさです。

武家屋敷通りには、黒板塀に映えるシダレザクラ
が道の両側に連なります。町内の約 400 本のうち
162 本が国の天然記念物に指定されています。桧
木内川堤には、約 2 キロメートルにわたってソメ
イヨシノが桜のトンネルを作りだし、町中を桜色
に染め上げます。

入園料　　　　   大人（高校生以上）300 円　
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

旬な情報仙北市の「今」をおとどけ チャンネル
－地域のわだい－

平成 29 年度「支え合いの地域づくり」担い手養成講座
　

平
成
29
年
度
「
支
え
合
い
の
地
域
づ

く
り
」
担
い
手
養
成
講
座
が
、
２
月
16

日
か
ら
３
月
16
日
ま
で
の
毎
週
金
曜
日

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
講
座
は
、
生
活
支
援
体
制
整
備

事
業
と
し
て
仙
北
市
社
会
福
祉
協
議
会

と
の
共
催
で
、
西
木
温
泉
ふ
れ
あ
い
プ

ラ
ザ
『
ク
リ
オ
ン
』
等
を
会
場
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
講
座
に
申
し
込
ま
れ
た

方
は
48
人
。
そ
の
う
ち
全
日
程
を
終
了

さ
れ
た
方
は
25
人
で
、
実
際
に
担
い
手

と
し
て
登
録
さ
れ
た
方
は
32
人
で
し
た
。

最
終
講
座
で
は
、
全
日
程
修
了
さ
れ
た

方
に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、
活
動
体

の
愛
称
が
「
仙
北
地
域
か
が
や
き
隊
」

に
決
定
し
ま
し
た
。

　

受
講
者
か
ら
は
「
支
え
合
い
の
地
域

づ
く
り
の
実
践
側
の
話
が
参
考
に
な
っ

た
」「
助
け
合
い
体
験
ゲ
ー
ム
を
通
じ
て

助
け
ら
れ
上
手
、
助
け
上
手
の
考
え
方

が
た
め
に
な
っ
た
」「
現
在
の
自
分
、
10

年
後
の
自
分
、
今
の
自
分
に
で
き
る
こ

と
や
予
防
等
、
知
識
を
得
る
こ
と
が
で

き
た
ら
と
参
加
し
ま
し
た
。
何
を
す
る

に
も
一
人
で
は
で
き
な
い
こ
と
も
地
域

ぐ
る
み
で
参
加
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
」

等
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
後
、
か
が
や
き
隊
の
皆
さ
ん
に
は
、

地
域
の
ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と
の
解

決
に
向
け
た
活
動
や
支
え
合
い
の
あ
る

地
域
づ
く
り
、
体
制
づ
く
り
に
ご
協
力

い
た
だ
く
予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

交通事故死ゼロ
仙北市が 365日達成

２
月
23
日
／
お
口
の
健
康
・
仙
北
市
の
高
齢
者
施
策
・

生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
活
動
に
つ
い
て
。 3 月 9 日／生活支援時の心がけ・健康体操・緊急時の対応・ケアマネ

視点の支え合いについて。

農
業
体
験
学
習
の
売
上
金
を
寄
付

Ｊ
Ａ
秋
田
お
ば
こ
の
齊
藤
武
志
常
務
理
事
（
左
）
か

ら
寄
付
を
受
け
取
る
門
脇
市
長
（
右
）。

　JA 秋田おばこ西木営農センターが食育教育事
業の一環として取り組んでいる西明寺小学校 6 年
生の農業体験学習が、今年で 7 年目を迎えました。
　農業体験は、西木町の農家・佐藤一也さんより
圃場の提供と指導をいただきながら、ネギの定植
から収穫作業、販売までを行うものです。
　このたび、佐藤さんのご厚意で、昨年の仙北市
産業祭で実施した販売体験学習の売上金 63,000
円が、JA 秋田おばこを通じて仙北市に寄付され
ました。
　門脇市長は「汗を流して植え付けから販売まで
頑張った生徒の皆さんのために、有効に活用させ
ていただきます」とお礼を述べました。

農
家
民
泊
を
取
り
入
れ
た
旅
行
商
品
の
販
売
を
発
表
し

た
佐
藤
会
長
、小
桧
山
室
長
、上
山
社
長
、門
脇
市
長
（
左

か
ら
順
に
）。 仙

北
市
の
農
業
体
験
が
旅
行
商
品
に

　

仙
北
市
農
山
村
体
験
推
進
協
議
会
と

日
本
航
空
（
Ｊ
Ａ
Ｌ
）、
民
泊
サ
イ
ト
運

営
会
社
「
百
戦
錬
磨
」
が
、
市
内
の
農

家
民
宿
で
農
業
や
郷
土
料
理
作
り
が
体

験
で
き
る
旅
行
商
品
の
販
売
を
始
め
ま

し
た
。

　

３
月
26
日
、
市
役
所
田
沢
湖
庁
舎
で

開
か
れ
た
会
見
に
は
、
同
協
議
会
の
佐

藤
裕
之
会
長
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
小
桧
山
大
介

エ
リ
ア
販
売
推
進
室
長
、
百
戦
錬
磨
の

上
山
康
博
社
長
、
門
脇
市
長
が
出
席
し

ま
し
た
。

　

こ
の
旅
行
商
品
は
、
５
月
７
日
か
ら

10
月
31
日
ま
で
の
期
間
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
の
往

復
航
空
券
と
宿
泊
施
設
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

ツ
ア
ー
を
活
用
し
、
市
内
の
農
家
民
宿

４
軒
か
ら
宿
泊
先
や
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を

選
択
し
て
い
た
だ
く
も
の
で
す
。
佐
藤

会
長
は
「
地
域
の
人
と
の
交
流
を
通
じ

て
、
仙
北
市
の
デ
ィ
ー
プ
な
体
験
を
味

わ
っ
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
桧
山
室
長
は
「
農
家
民
宿

に
特
化
し
た
旅
行
商
品
の
企
画
は
初
め

て
。
タ
ー
ゲ
ッ
ト
は
首
都
圏
在
住
者
に

し
て
い
る
が
、
最
終
的
に
は
イ
ン
バ
ウ

ン
ド
（
訪
日
外
国
人
客
）
の
増
加
に
つ

な
げ
た
い
」
と
、
上
山
社
長
は
「
仙
北

市
は
教
育
旅
行
を
中
心
に
農
家
民
泊
に

取
り
組
ん
で
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
が
あ
る
。

こ
れ
か
ら
は
個
人
客
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド

向
け
の
商
品
を
発
信
し
て
い
き
た
い
」

と
話
し
ま
し
た
。

　農家民宿などを営む方々を対象に、3 月 15 日、
就業改善センターで「山の芋活用料理教室」が開
催されました。
　今回のメニューは、毎年 JA 秋田おばこ田沢湖
支部女性部が行っている「生活工夫展」の受賞作
品より『山の芋と甘酒角天』と定番の『山の芋鍋』
です。山の芋を調理するのは初めてという方もい
て、独特のねばりを感じながら和気あいあいと調
理を楽しみました。　調理後は日頃の情報交換を
兼ねた試食会を行い「地産地消メニューとして提
供できるように今後も勉強したい」という意見も
あるなど、充実した教室となりました。

仙北市食育推進事業

山の芋活用料理教室

　3 月 24 日、　災害時の状況をシミュレーションし、どう
行動するかを考える「防災クロスロード研修会」が角館交
流センターで開催されました。
　クロスロードは、平成 7 年の阪神淡路大震災で災害対応
にあたった神戸市職員の実話をもとに、大学教授やゲーム
デザイナーたちが開発した災害シミュレーション。研修会
では、市民団体『あきたクロスロード研究会』の発起人で
あり、大仙市や仙北市などを中心に活動するメンバーが講
師を務めました。
　当日は、市民や県外の方々、高校生などが参加し、グルー
プごとに設問について考えました。参加者は、カードゲー
ムを通じて究極の選択に迫られ、様々な立場の人に生じる
課題の解決に向けて「イエス」か「ノー」の判断を繰り返し、
選んだ理由について意見を述べ合いました。

和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気
の
中
、
参
加
者
は
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
難
問
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

防災クロスロード研修会

富
樫
司
署
長
（
右
）
と
門
脇
市
長
（
左
）。

　3 月 20 日、仙北市が交通事故死ゼロ 365 日
を達成したとして、秋田県警察本部長から顕彰
状が送られました。
　仙北市では昨年 3 月 7 日以来、死亡事故が発
生しておらず、平成 27 年に続き今回で 5 回目
となります。
　仙北市役所田沢湖庁舎で行われた伝達式では、
仙北警察署の富樫司署長から門脇市長へ顕彰状
が手渡されました。
　門脇市長は「『声かけ運動』の継続が成果とし
て現れてきているのではないか。今後は外国人
観光客等へ向けた交通事故防止の体制づくりに
も積極的に取り組んでいきたい」と話しました。
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　　　　旬な情報チャンネル
－地域のわだい－

仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式

　

３
月
25
日
、
角
館
樺
細
工
伝
承
館
で
仙
北
市
体
育
協
会
（
菅
原
陽
三
会
長
）
が
主

催
す
る
「
平
成
29
年
度
仙
北
市
ス
ポ
ー
ツ
賞
表
彰
式
」
が
行
わ
れ
、
競
技
の
指
導
や

普
及
に
努
め
た
指
導
者
と
各
種
大
会
で
優
秀
な
成
績
を
残
し
た
33
個
人
、
５
団
体
が

表
彰
を
受
け
ま
し
た
。

【
受
賞
者　

※
敬
称
略
・（　

）
は
競
技
種
目
】　

▼
指
導
者
賞　

小
松
満
（
野
球
）

▼
普
及
振
興
賞　

佐
藤
長
繁
（
柔
道
）　

▼
栄
光
賞　

伊
藤
雅
英
（
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
）・

澤
山
輝
和
（
同
）・
小
林
さ
く
ら
（
水
泳
）・
田
口
満
（
陸
上
）・
西
村
謙
一
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・

大
桃
克
也
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
）・
藤
本
拓
也
（
同
）・
田
口
裕
幸
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・

藤
原
シ
ゲ
子
（
陸
上
）・
門
脇
睦
美
（
ボ
ウ
リ
ン
グ
）・
田
口
ち
づ
る
（
フ
ラ
イ
ン
グ
デ
ィ

ス
ク
）・
糸
井
幸
世
（
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
）・
田
村
茉
衣
（
同
）・
伊
藤
え
み
り
（
山
岳
）・

田
口
陽
介
（
同
）

▼
奨
励
賞　

富
澤
力
凰
（
野

球
）・
野
村
将
臣
（
同
）・
岩
田

晴
（
空
手
）・
鎌
田
宇
朗
（
ス

キ
ー
）・
湯
澤
慶
太
郎
（
空
手
）・

能
美
晴
理
華
（
柔
道
）・
佐
々

木
碧
波
（
ス
キ
ー
）・
佐
々
木

雄
（
空
手
）・
新
田
悠
仁
（
同
）・

小
野
翔
（
剣
道
）・
三
浦
剛
貴

（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）・
松
本
唯
（
柔

道
）・
田
牧
勇
我
（
空
手
）・
高

橋
慶
多（
同
）・
金
谷
大
雅（
同
）・

佐
々
木
竜
生
（
同
）

▼
団
体
奨
励
賞　

角
館
中
学
校

駅
伝
部
男
子
（
駅
伝
）、
大
曲

仙
北
ク
ラ
ブ
（
野
球
）、
神
代

中
学
校
野
球
部
（
野
球
）、
西

木
Jr
・
Ｂ
・
Ｃ
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
（
野
球
）、
角
館
小
学
校  

角

館
マ
ッ
ク
ス
（
野
球
）

　

３
月
23
日
、
秋
田
県
庁
第
２
庁
舎
で
消
防
功

労
者
表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
日
々
、
消
防

団
と
し
て
市
民
の
生
命
財
産
を
守
り
、
地
道
な

努
力
と
研
鑽
を
積
ん
で
き
た
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
受
章
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

【
消
防
庁
長
官
表
彰
】

▼
永
年
勤
続
功
労
章

◆
第
１
分
団
（
田
沢
湖
地
区
）
分
団
長　

浅
利

弘　

◆
第
５
分
団
（
西
木
地
区
）
分
団
長　

福

岡
克
巳　

◆
第
９
分
団
（
角
館
地
区
）
分
団
長

青
柳
良
信

【
日
本
消
防
協
会
長
表
彰
】

　
『
表
彰
旗
』
は
、
消
防
に
対
し
て
厳
格
な
技

能
を
持
ち
、
か
つ
長
年
に
わ
た
り
使
命
達
成
に

努
め
て
き
た
消
防
団
に
与
え
ら
れ
る
も
の
で
、

仙
北
市
消
防
団
は
結
成
以
来
、
初
の
受
章
と
な

り
ま
す
。

▼
功
績
章　

消
防
団
長　

荒
木
田
俊
一

▼
精
績
章　

消
防
団
副
団
長　

渡
辺
勇
悦

※
役
職
は
３
月
23
日
現
在
で
す
。

平成 29 年度  消防功労者表彰式

　

４
月
３
日
、
西
木
町
の
桧
木
内
郵
便
局
で
野

菜
の
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
県
内
で
初
め
て

の
取
り
組
み
で
す
。
少
し
以
前
か
ら
〝
お
試
し

販
売
〟
も
行
い
、
こ
れ
が
大
変
に
好
評
だ
っ
た

こ
と
か
ら
正
式
な
ス
タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

名
付
け
て
「
桧
木
内
郵
便
局
マ
ル
シ
ェ（
ひ
の

マ
ル
シ
ェ
）」
※
マ
ル
シ
ェ
＝
市
場
。
郵
便
局

で
野
菜
の
販
売
？
…
、
何
だ
か
不
思
議
で
す
。

で
も
実
際
お
伺
い
し
て
み
た
ら
、
こ
れ
は
面
白

い
！
。

　

同
局
の
佐
藤
智
恵
美
局
長
は
、
こ
れ
ま
で
も

郵
便
局
の
高
度
利
用
を
進
め
て
き
ま
し
た
。
最

近
は
、
秋
田
内
陸
縦
貫
鉄
道
を
利
用
す
る
外
国

の
お
客
さ
ま
に
、
地
域
の
観
光
案
内
も
行
っ
て

い
ま
す
。
市
民
に
と
っ
て
も
、
ま
た
来
訪
者
に

と
っ
て
も
オ
ー
プ
ン
な
郵
便
局
で
、
業
務
外
の

立
ち
寄
り
も
大
歓
迎
と
の
こ
と
。

　

と
こ
ろ
で
、
同
地
域
は
お
買
い
物
に
難
儀
し

て
い
る
人
が
大
勢
い
ま
す
。
近
く
の
ス
ー
パ
ー

が
閉
店
し
て
か
ら
、
特
に
高
齢
の
皆
さ
ま
は

困
っ
て
い
ま
し
た
。
今
回
の
野
菜
販
売
も
、
そ

ん
な
皆
さ
ま
の
不
便
解
消
が
目
的
で
す
。
農
家

に
お
声
か
け
を
し
、
ま
ず
友
だ
ち
の
門
脇
富
士

美
さ
ん
が
ホ
ウ
レ
ン
草
や
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
ネ
ギ

を
出
荷
し
て
く
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
多
く
の
農

家
に
出
荷
を
呼
び
か
け
中
で
す
。
今
は
農
産
物

に
限
っ
て
の
販
売
で
す
が
、
将
来
的
に
は
加
工

品
も
取
り
扱
え
る
よ
う
、
本
社
に
要
望
し
て
い

る
お
話
も
あ
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
野
菜
の
販
売
は
、
目
か
ら
鱗
の
ア
イ

デ
ィ
ア
で
す
。
で
も
、
佐
藤
局
長
は
「
民
営
化

の
以
前
、
角
館
郵
便
局
で
は
観
光
客
用
に
お
土

産
品
の
販
売
を
し
て
い
ま
し
た
。
新
し
い
発
想

で
も
な
い
ん
で
す
」
と
あ
っ
さ
り
。
門
脇
さ
ん

も
「
郵
便
局
は
地
域
の
拠
点
で
す
か
ら
。
地
域

の
方
々
に
喜
ん
で
も
ら
え
た
ら
嬉
し
い
で
す
」

と
、
全
く
力
み
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

仙
北
市
で
は
、
税
金
な
ど
お
近
く
で
納
付
で

き
る
よ
う
、
こ
の
４
月
か
ら
郵
便
局
や
コ
ン
ビ

ニ
で
の
収
納
を
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま

で
も
災
害
対
応
や
一
人
暮
ら
し
の
安
否
確
認
、

ふ
る
さ
と
納
税
故
郷
便
の
発
送
な
ど
、
様
々
な

場
面
で
連
携
を
し
て
き
ま
し
た
。
来
年
度
は
、

住
民
票
や
印
鑑
証
明
な
ど
諸
証
明
を
発
行
で
き

る
よ
う
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

桧
木
内
郵
便
局
の
取
り
組
み
か
ら
、
た
く
さ

ん
の
こ
と
を
学
ん
だ
思
い
で
す
。
仙
北
市
も
公

共
施
設
の
高
度
利
用
を
、
も
っ
と
も
っ
と
柔
軟

に
叶
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
皆
さ
ま
の
ご
意
見

を
お
待
ち
し
ま
す
。

仙
北
市
長
　
門
脇
　
光
浩

『
郵
便
局
の
野
菜
販
売
で
思
う
こ
と
』
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か
く
の
だ
て
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン

の
新
年
度
が
始
ま
り
ま
し
た
。
秋
田
県
で

初
め
て
の
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
以

下
、
Ｆ
Ｃ
）
と
し
て
設
立
さ
れ
、
15
年
が

経
過
し
ま
し
た
。

　
県
内
で
唯
一
だ
っ
た
Ｆ
Ｃ
も
今
で
は
仙

北
市
の
ほ
か
、
能
代
市
、
鹿
角
市
、
大
仙

市
、
横
手
市
、
に
か
ほ
市
に
も
設
立
さ
れ
、

６
つ
の
Ｆ
Ｃ
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
か
く
の
だ
て
Ｆ
Ｃ
は
、
仙
北
市
内
の
ま

ち
づ
く
り
団
体
、
観
光
協
会
、
商
工
会
等

の
団
体
組
織
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
４

月
１
日
に
仙
北
市
内
の
３
つ
の
観
光
協
会

が
合
併
し
、
一
般
社
団
法
人
田
沢
湖
・
角

館
観
光
協
会
と
し
て
新
た
に
ス
タ
ー
ト
し

ま
し
た
。
仙
北
市
の
観
光
に
関
わ
る
撮
影

支
援
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス
ム
ー
ズ
に
行

わ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

　
Ｆ
Ｃ
は
全
国
的
に
、
市
町
村
や
関
連
団

体
と
連
携
し
て
い
る
所
が
多
く
、
仙
北
市

かくのだてフィルムコミッション

（仙北市観光課内）  ☎ 43-3352
http://kakunodate-fc.jp/

かくのだてフィルムコミッション

ロケーションだより
Kakunodate Film Commission

も
観
光
課
が
事
務
局
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
人
事
異
動
に
伴
い
、
担
当
者
が

数
年
で
変
わ
る
こ
と
も
事
実
で
す
。
い
か

に
し
て
活
動
を
維
持
し
て
い
く
の
か
が
課

題
で
す
し
、
組
織
全
体
で
Ｆ
Ｃ
活
動
を
共

通
理
解
し
て
い
る
こ
と
も
重
要
で
す
。
年

に
１
回
は
組
織
内
で
講
習
会
や
勉
強
会
等

の
機
会
を
設
け
て
学
ん
で
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
協
力

も
不
可
欠
で
す
。
自
治
体
、
各
団
体
、
市

民
が
連
携
し
、
さ
ら
な
る
Ｆ
Ｃ
の
活
動
の

広
が
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
今
年
度
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　（
会
長
　
坂
本  

洋
）角館樺細工伝承館前での撮影風景。
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